
平成30年つながりの会勉強会のご案内

テーブルを囲んでの交流懇親食事会です。
日　時：平成30年4月9日（月曜日）18：00～21：00
申し込み締切：開催日が迫っています。
　　　　　　　個別に事務所宛にお問い合わせください。
場　所：ホテルモントレ姫路　 事前申し込みが必要です
テーマ：「１０年後の姫路を見据えたまちづくりと、チャレンジ！！」
弁　士：姫路市議会議員　塚本 進介　

第４回
日　時：平成30年5月22日（火曜日）18：15～
 （時間が変更になる可能性があります。）
場　所：イーグレ姫路３階　あいめっせホール
テーマ：（仮題）「ウシオ電機グループと姫路」「姫路のあかりを考える」
講　師：ウシオライティング（株）
　　　　代表取締役会長　牛尾　志朗様　

市の行政やまちづくりに意見をお持ちの方々のご参加をお待ちしております。経済、文化、政治、行政の第一人者、もしくは塚本進介が
講師となり、年に１０回の開催です。参加者同士の楽しい交流と、姫路市への具体的な政策提言ができる機会にして参ります。

入場無料実費が
かかります。

市政報告通信
〒670-0901 姫路市西二階町 15　西二階町つみ木ビル 1F
TEL 079-226-1221　　FAX 079-226-1222

E-mail : kob7@krf.biglobe.ne.jp
発行日：平成 30 年 3 月 31 日

ホームページアドレス

発行：姫路市議会議員　塚本 進介（自由民主党）

TEL 079-226-1221　　FAX 079-226-1222
今後各種の活動情
報やお誘いを更新
していきます。

 http://www.s-tsukamoto.com/ 

観光、教育、公民連携の３つの分野で58点について市役所からの答弁を得まし
た。姫路市は中核市で、規模が大きく、課題も山積しています。
目の前の課題から順に適正に処理されていくことに、行政の力を実感します。一方

で、10年後を見据えたまちづくりや、都市間競争においては、行政としての本気度が
試されています。コンセプトを明確にし、スケジュールやスピード感を意識することが
必要です。わたしは、連携をキーワードにした、行政、事業者、市民が一体となった
取り組みを支援します。

本会議３月定例会で７回目となる一般質問をしました。

分野１ 観光編　力強い姫路を実現する！ 
１．姫路市の観光への行政としての取り組み　――――――――

【答　弁】姫路城プラスワンの観光に取り組む必要がある
【質問者】姫路城への来城者は減っている。新たな国宝認定への取り組み

や、姫路城周辺一体での魅力向上、観光交流局の更なる全庁対
応を期待したい。

【答　弁】全国の事業者に対してもビジネス機会を提供し、参入を期待したい
【質問者】市内事業者を大切にしつつ、姫路市全体としての発展を考えて

欲しい。
 

２．姫路城周辺での一体的な取り組み　―――――――――――
【答　弁】姫山公園は城周辺の回遊性の向上のために新年度から５年ないし

６年かけて、年次計画で再整備するための実施計画に着手する。
平成３１年度から工事開始予定。

【次年度施策予算】（仮称）姫山公園改修工事実施設計委託　2,000万円
 

３．２０２０年東京オリンピック・パラリンピックへの取り組み　―
【答　弁】フランス柔道選手団の事前合宿、姫路城を中心とした魅力発信事

業、聖火リレーの受け入れ等を活かし、未来の子どもたちへのレガ
シーを創出する

【質問者】もはやあと２年しかない。メリハリを付けた取り組みで、記憶に
残る事業を展開して欲しい。

【次年度組織改正】「スポーツ都市・ひめじ」の推進及び東京オリンピック・
パラリンピックの競技大会に向けた総合的な取り組みを展開する
ため「スポーツ監」という新たなポストを配置する

分野２ 教育編　姫路らしい教育体制を充実する！ 
１．姫路が力を入れる教育体制　――――――――――――――

【答弁①】授業ができる日数を増やすための観点からも、普通教室への冷暖
房整備を検討しているところ。

【答弁②】学校図書館は学校司書の配置により、読書センターとなり、調べ
学習等が推進されている。小中学校で培った調べる力は、高校に
おける探究学習につながる。

【答弁③】学校給食は子どもたちの思い出に残る美味しい給食を目指すとと
もに、学校給食を「生きた教材」として教科等と連携した指導を行
うことで更なる食育の推進を図る。

【答弁④】新しい制度の中の教育（義務教育学校）で、１つの情報発信すると
いうことについては、教育委員会は白鷺に対しても期待している。
教育委員会としてもできることはしたい。

 
分野３ 公民連携編　規制改革と企業や市民との連携！
１．包括連携協定締結企業について　――――――――――――

【答弁①】地域の活性化についてご理解いただいている企業と本市が、とも
に発展していく

【答弁②】各分野の最新情報やノウハウ、専門知識を持った多様な人材を活
かし、行政とともに地域が有する様 な々課題に取り組んでいくこと
を期待している。

【行政と企業の連携】姫路市と東京海上日動火災保険との「ひめじ創生戦
略」に係る連携協定が締結、展開する（平成３０年３月２３日）。

２．ひとり暮らしの高齢者見守り支援事業「安心コール」　――――
【答　弁】業務の一部（安心コールの受信センター機能）を民間警備会社等

へ委託することを検討している。委託にあたっては、ＩｏＴ技術の活
用についても検討していきたい。

【質問者】個人情報の厳正な管理は必須となる。一方で、効果的な情報共
有が事業の活性化につながる。合わせて、関係者の立場を理解
し、思いやることをお願いしたい。

自民党研修会 岸田文雄政調会長
平成30年3月18日

http://stream.himeji-city.winknet.ne.jp録 画 放 映

http://www.city.himeji.lg.jp/s120/gikai/_37045.html会議録速報版
議会質問

今回の答弁で気になった内容（抜粋と質問者の意図）



姫路城を世界に誇る！！

末松　信介
参議院議員
参議院議院運営委員会
筆頭理事

酒井　庸行
参議院議員
自由民主党副幹事長

文教・子育て委員会副委員長常任委員会
※教育委員会及びこども育成部の所管に属する事項を審査

イベントゾーン整備特別委員会特別委員会
※イベントゾーン整備に関する事項の調査研究

一般会計決算審査特別委員会
※一般会計の決算審査

所属委員会 常任委員会（総務、文教・子育て、厚生、経済観光、建設）のいずれかと、必要に応じて議会運営委員会や特別委員会に所属します。

若さと行動力で姫路を盛り上げる！若さと行動力で姫路を盛り上げる！

本通信はつながりの会にご加入頂いた方、もしくは会員からご紹介頂いた皆様、自治会長様、地域の皆様にお送りさせて頂いております。
年に数回程度このようなご案内をお送りさせて頂きますが、退会希望や郵送不要のご希望は発行元までご連絡ください。

郵送でのお届け
の場合

　塚本しんすけと私は親戚であります。
しんすけが市議会議員を志すと聞き、
私の地元愛知県より応援に伺ってから早
3 年が過ぎようとしております。当時は
一般企業からの転身で、やる気と戸惑
いを感じながらの活動でございました
が、みなさまから多大なるご支援をいた
だき、今は姫路市議会議員をさせてい
ただいております。
　政治家となってからは、地域のみなさ
まとのつながりを大切にし、勉強会を重
ねたりと少しづつではありますが成長し
ております。今後とも初心を忘れず、驕
ることなく成長を続けて、しんすけが
愛する姫路がさらなる発展をしていくこ
とを大いに期待しております。

塚本しんすけ君と私とは３つの縁で
結ばれています。彼の父上と旧知であ
ること、彼の親戚の酒井やすゆき参議
院議員と同じ政策グループの同僚であ
ること、そして同じ名前です。
塚本しんすけ君は長男に城太と名付
けたほど姫路を愛しています。明るく
前向きでへこたれない性格、姫路での
保険代理店やNPO法人の立ち上げな
どを通じて培った経験や人脈、そして
若さ・清新さをフルに生かして、姫路
の発展に尽くして欲しいです。
街の人たちや中小企業の声に耳を澄
ませ、国や県、市の動きをにらんだ活
動ができる政治家になってくれると、
期待しています。

　世界遺産の姫路城が改装された年には２５６万人の登城者がありました。
　観光立国日本としての取り組みが功を奏し、訪日外国人数は今後も増えて
いきます。多くの都市が地域間競争で勝ち残る為の
特色作りに苦労しているなか、姫路市には姫路城が
あります。世界的に有名であるというポテンシャル
を最大限に活かすべく、今まで以上に「シティプロ
モーション」と「公民連携」を推進します。
　合わせて、市民の誇りとしての姫路城を確立しま
す。何処からでも見える！いつでも、周囲を快適に
巡れる！！姫路市議会議員としても具体的に取り組
んでいます。

【姫路市議会　議会活動！推進しています！】
１．他地域に負けない教育レベルを実現できる、
義務教育学校やコミュニティスクール（2017
年文教・子育て委員会）

２．使いやすく、姫路市のシンボルとなる文化コ
ンベンションセンター（2017 年イベントゾー
ン整備特別委員会）

３．民間活力が最大限発揮できる、規制改革と行
政連携（2016年総務委員会・2015年経済委員会）

４．姫路城のポテンシャルを最大限に発揮できる
観光産業（2016 年観光交流特別委員会）

５．姫路市全域を活かした特色作りと、周辺地域
の魅力再発見（2015 年地方創生・広域連携特
別委員会）

経済を活性化し、
力強い姫路を発進します！

地方創生にチャレンジする 住みやすい、安心、安全な
姫路を発信します！

コミュニティセンター構想を
推進する

•中小企業の活性化と起業支援
•姫路に工場がある大企業との連携
•交通の要衝としての機能強化
•地方中枢拠点都市構想の推進
•中心市街地活性化構想の推進

経済

•姫路城や書写山、家島などの観光資源を活かす
•近隣エリアや少し離れた他都市と連携する

観光

•モノ作り力の強化（伝統工芸や地場産業、大企業の
最先端技術）

•モノ売り力の強化（商店街）

技術

•地政学的なメリットを活かした全国
　トップレベルの防災対策

安心
・
安全

•子育て支援と職場づくり支援を強化する
•高齢世代から街が支援を受ける体制を作る
•介護予防と早期発見、早期治療を推進する

福祉

•世界に通用する子供を育成する
•義務教育学校とコミュニティ・スクールを推進する

教育

•目的地となるような施設を作る
•作り手と観客が一緒に楽しめるように、
ソフトを強化する

スポーツ、
文化などの
イベント

在るものの徹底活用による
健全な財政運営
•健全な投資と今ある資産の見直しの推進

「住みたい」「来たい」をカタチにする

大
切
に
し
た
い

６
つ
の
想
い

姫路から日本や播磨の
未来を拓く＝連携
•国県市、そして地域間の連携強化

•世界初、日本初、関西初を意識する
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6 姫路の
  めざす姿を描く

議会活動

年２回の本会議質問 年１０回の
勉強会を継続しています。


